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平成３０年度第１回事業評価員会 評価対象事業位置図（区部）

街－１

街－３
事　　　業　　　名

（事業箇所を括弧書き）

街－１ 街路事業
東京都市計画道路放射第３５号線
（練馬区早宮二丁目～北町五丁目）

東京都
（建設局）

街－２ 街路事業
東京都市計画道路補助第２３０号線
（練馬区大泉町三丁目～土支田三丁目）

東京都
（建設局）

街－３ 街路事業
東京都市計画道路補助第２６号線
（品川区二葉一丁目～豊町二丁目）

東京都
（建設局）

河－１ 河川事業
神田川整備事業
（中野区本町五丁目～同区弥生町二丁目）

東京都
（建設局）

案件番号 事業種別 実施主体

街－２

河－１

1



評価対象事業案内 番号 街－１ 

位 置 図 事業内容を示す図面

事業概要

放射第３５号線は、練馬区豊玉中三丁目から板橋区新河岸三丁目（埼玉県境）に

至る、延長８．５ｋｍの都市計画道路であり、区部北西部の道路ネットワークを形

成し、地域の防災性を高める重要な路線である。 

本事業はこのうち、練馬区早宮二丁目から同区北町五丁目までの延長１，３３０

ｍの区間について、幅員４０ｍ～５０ｍの道路を新設するものである。 

本区間の整備により、国道１７号（新大宮バイパス）、国道２５４号（川越街道

）、環状第８号線と一体となった道路ネットワークが形成され、交通渋滞の緩和、

生活道路への通過交通の排除及び災害時における避難・救護活動空間としての機能

強化が図られる。 

事業の種類 街路事業 

事業の名称 東京都市計画道路放射第３５号線 

評価の実施主体 東京都知事 

事業所管部署 東京都建設局道路建設部街路課 

評価該当要件 ５年間未着工・10年間継続・その他（５年間継続（再々評価）２回目）

対応方針（案） 継 続・中 止 

計画幅員（Ａ-Ａ断面） 

計画幅員（Ｂ-Ｂ断面） 

Ｂ 

Ｂ 

再々評価区間（２回目）

新大宮 

バイパス 

国施工箇所 

再々評価区間（２回目） L=1,330ｍ W=40～50ｍ 

現況幅員 

国施工箇所 

北町五丁目 

早宮二丁目 

区立 

北町西小学校 

Ａ 

Ａ 
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評価対象事業案内 番号 街－１ 

事業内容を示す図面及び写真

事業の種類 街路事業 

事業の名称 東京都市計画道路放射第３５号線 

評価の実施主体 東京都知事 

事業所管部署 東京都建設局道路建設部街路課 

評価該当要件 ５年間未着工・10年間継続・その他（５年間継続（再々評価）２回目）

対応方針（案） 継 続・中 止 

③①

②

①

②

写真撮影方向

③
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評価対象事業案内 番号 街－２ 

位 置 図 事業内容を示す図面

事業概要

補助第２３０号線は、練馬区関町南四丁目から光が丘三丁目に至る延長約１０．４ｋｍ

の都市計画道路であり、区部北西部の道路ネットワークを形成する重要な路線である。 

本事業は、練馬区大泉町三丁目（外環）から同区土支田三丁目（土支田通り）に至る延

長約８５０ｍの区間について、幅員１８ｍの道路を新設するものである。 

本区間の整備により、細街路の通過交通が減少するとともに、避難場所である光が丘団

地・光が丘公園一帯へのアクセスが向上するなど、地域の防災性が向上する。また、歩道

の整備や電線類の地中化を行うことで、快適で安全な歩行空間が創出される。

事業の種類 街路事業 

事業の名称 東京都市計画道路 補助第２３０号線 

評価の実施主体 東京都知事 

事業所管部署 東京都建設局道路建設部街路課 

評価該当要件 ５年間未着工・10年間継続・その他（      ） 

対応方針（案） 継 続・中 止 

現道無し 

再評価区間

再評価区間 L=850ｍ W=18ｍ

計画幅員 

光が丘 

公園 

光が丘駅 
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評価対象事業案内 番号 街－２ 

事業の種類 街路事業 

事業の名称 東京都市計画道路 補助第２３０号線 

評価の実施主体 東京都知事 

事業所管部署 東京都建設局道路建設部街路課 

評価該当要件 ５年間未着工・10年間継続・その他（      ） 

対応方針（案） 継 続・中 止 

③

②

①

②

事業内容を示す図面及び写真 

写真撮影方向 

①
③
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評価対象事業案内 番号 街－３ 

位 置 図 事業内容を示す図面

事業概要

補助第２６号線は、品川区東大井一丁目から、目黒区、世田谷区、中野区、豊島

区を経て板橋区氷川町に至る延長約２２．４㎞の都市計画道路であり、環状第６号

線（山手通り）と環状第７号線間の環状機能を補完し、都市の骨格を形成する重要

な路線である。 

 本事業は、品川区二葉一丁目から同区豊町二丁目に至る延長約６６５ｍについ 

て、幅員２０から２８ｍの道路を新設するものである。 

本区間は、ＪＲ横須賀線、東海道新幹線及び東急大井町線と立体交差し、都立大

崎高校のグラウンド下を通り完成区間と接続する。 

本区間の整備により、区部南部の道路ネットワークが強化されるとともに、駅へ

のアクセスが向上する。また、歩道の整備や電線類の地中化を行うことで、快適で

安全な歩行空間が創出される。

事業の種類 街路事業 

事業の名称 東京都市計画道路 補助第２６号線 

評価の実施主体 東京都知事 

事業所管部署 東京都建設局道路建設部街路課 

評価該当要件 5年間未着工・10年間継続・その他（5年間継続（再々評価）３回目）

対応方針（案） 継 続・中 止 

現道なし 

計画幅員 

再々評価（３回目）区間

大
井
町
駅

再々評価（第３回）区間 L=665ｍ W=20～28ｍ 

都立大崎高校 東急大井町線 
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評価対象事業案内 番号 街－３ 

事業の種類 街路事業 

事業の名称 東京都市計画道路 補助第２６号線 

評価の実施主体 東京都知事 

事業所管部署 東京都建設局道路建設部街路課 

評価該当要件 5年間未着工・10年間継続・その他（5年間継続（再々評価）3回目）

対応方針（案） 継 続・中 止 

③①

②

③

①

②

事業内容を示す図面及び写真 

写真撮影方向 
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評価対象事業案内 番号 河-１ 

位 置 図 事業内容を示す図面

事業概要

対 象 箇 所：神田川 中野区本町五丁目地内（新橋下流)～同区弥生町二丁目地内（寿橋下流） 

 区 間 延 長：５４０ｍ 

 事業承認日：平成１６年５月２４日 

 概   要：頻発する神田川の水害を軽減・防止するために、１時間５０ミリの降雨対策として、 

       河道改修を行っている。

標準断面図

事業の種類 河川事業 

事業の名称 神田川整備事業 

評価の実施主体 東京都知事 小池百合子 

事業所管部署 建設局河川部 改修課・計画課 

評価該当要件 ５年間未着工・5年間継続・その他（      ） 

対応方針（案） 継 続・中 止 

H.W.L  ▽AP+28.4

現況護岸断面

鋼管杭

13.0m 3.0m3.0m

4.
1m

新設護岸

多
摩

川
荒 綾

瀬
川 川

空 堀 川 神 井 川 江
石 隅 戸

秋 川 新 川
田

神 川 中
田

多 野 川 川

川 川
浅 摩 仙

川 川 目
野 黒
川 川

境 鶴
見 川

川

山

梨

県
埼　　玉　　県

神  奈  川  県

事業再評価対象区

Ｎ
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評価対象事業案内 番号  河-１ 

【整備前：氷川橋より新橋を望む】 

【未整備箇所：本郷橋より上流を望む】 

事業内容を示す図面及び写真

【整備後：氷川橋より新橋を望む】 

事業の種類 河川事業 

事業の名称 神田川整備事業 

評価の実施主体 東京都知事 小池百合子 

事業所管部署 建設局河川部 改修課・計画課 

評価該当要件 ５年間未着工・5年間継続・その他（      ） 

対応方針（案） 継 続・中 止 
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